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第６学年 国語科学習指導案

指導者

１ 単元名

～命について考えよう 立松和平の世界～

学習したことを生かして「海の命」 「山のいのち」「街のいのち」

２ 指導観

こんな子どもたちだから
○ 子どもたちは，１学期の学習で，一人の作者にこだわって読むことのおもしろさに触れることを経

験してきている。また，シリーズものの本を続けて読んだ経験のある子が 72％いる。 （意欲・関心）

○ １学期「森へ」の学習では，事例をつないでまとめの段落の意味を考えることで，筆者の見方・考

え方に迫るような読み方も経験している。 （学び方）

○ 聴き合い活動の中で，根拠と考えのつながりについて的確な質問や確かめをすることはできるよう

になってきている。「命」に対する見方・考え方をテーマにして様々な学習を進めており，これまで

の学習で出会った作者や人物の「命」に対する見方・考え方を比べる活動をしてきている。 （認識）

こんな手立てで（方法）

○つかむ段階では

単元に入る前に，立松

和平の本を準備し，自由

に手にとって読むことが

できるようにする。そし

て，立松和平の「いのち

の絵本シリーズ」を紹介し，「立松和平は『命』

に対してどのような見方・考え方をもってい

るのだろう。」という学習問題をつくり，まず

は，教科書にある「海の命」を読んでいく。

○さぐる段階では

「海の命」を読むためのめあてをつくり，

太一のしたことを全体で確かめる。そして，

太一の夢・太一がクエをうたなかったこと・

その後の太一の生き方・クエの呼称の変化に

着目して，「海の命」の意味を考え，「海の

命」で書かれている作者の「命」に対する見

方・考え方について考えマップに書き，聴き

合い活動を仕組んでいく。

○あらわす段階では

「海の命」を読んだ後に，さらに他の作品

へと読み広げていく。その後，聴き合い活動

を取り入れ，自分がとらえた作者の「命」に

対する見方・考え方を深めていく。最後に，

ポートフォリオを活用し，作者の「命」に対

する見方・考え方と自分とを比べて，豊かな

学びにつなげていくようにしたい。

目指す子どもの姿

◎ 「海の命」や立松和平の他の作品と出会うことで，読書のおもしろさや作者の伝えたいことをとらえ

るために比べて読むことのよさに気付こうとする。 （意欲･関心）

◎ 文章構成や人物設定の意図，似たことばと比べて読む読み方を通して，作者の「命」に対する見方・

考え方をとらえ，そのことを聴き合うことができる。 （学び方）

◎ 「海の命」と立松和平の他の作品とを重ねて読み，聴き合い活動を通して彼の「命」に対する見方・
考え方をとらえ，自分の「命」に対する見方・考え方を深めることができる。 （認識）

こんな教材を使って

○単元のねらい

本単元は，「『命について考えよう～立松和平

の世界～』という単元名のもと，『海の命』を

読み，他の作品と重ねて読むことで，そこでと

らえた作者の『命』に対する見方・考え方を深

めること」をねらいとしている。

○学習指導要領への意義

「海の命」は，海に生きる主人公太一の一生

が書かれた物語である。文章構成や人物設定の

意図，似たことばと比べて読む読み方に着目し

て，父を殺した敵であるクエと対峙し葛藤する

場面や，最終的に太一が選択した生き方が書か

れている場面を読むことで，高学年の作者の伝

えたいことに迫る読み方を身に付けていくこ

とができる。また，「海の命」だけの読み取り

にとどまらず，そこで見付けた作者の「命」に

対する見方・考え方を見直す意味で他の作品を

読むことは，自分で必要な読み物を選択して読

める子どもを育てる上で価値高いと考える。

○テーマへの意義

立松和平の他の作品に出会い，それを重ねて

読み，彼の「命」に対する見方・考え方をとら

える活動は，多様な読み・深い読みに触れるこ

とになる。さらに，作者の見方・考え方と自分

のそれとを比べることは，「読むこと」を通し

て考える力を身に付け，豊かな学びをつくる子

どもを育てる上で意義深いと考える。

立松 和平
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３ 単元カリキュラム

国語科部テーマ

「読むこと」を通して，考える力を育てる国語科学習

～
読
書
の
世
界
を
深
め
、
筆
者
の
考
え

を
と
ら
え
よ
う

星
野
道
夫
の
世
界
～

「
森
へ
」「
大
い
な
る
旅
路
」

前単元

「命のつながり」の中に自分もいる。

人と人とのつながりが大切である。

○主な聴き合い活動

学習問題「立松和平は『命』

に対してどのような見方・考え

方をもっているのだろう。」に

ついて，「海の命」「山のいのち」

「街のいのち」を読んで根拠を

もとに聴き合い，共通点から

「命のつながり」の中身につい

ての考えを深めている。

～
命
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
考
え
よ
う

宮
沢
賢
治
の
世
界
～

「
や
ま
な
し
」「
よ
だ
か
の
星
」
他

次単元

＜３つの作品の共通点＞

○ 自然の命によって人間は癒されている。

○ 最後には，人と人とのつながりが生まれている。

○主なポートフォリオ評価

これまでの学習をポートフ

ォリオで振り返ることで，様々

な人物の命の見方に気付き，は

じめにもっていた自分の「命」

に対する見方・考え方と立松和

平の「命」に対する見方・考え

方とを比べて，自分の見方・考

え方を深めている。

山のいのち 街のいのち

田んぼのいのち 川のいのち 牧場のいのち 木のいのち
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４ 指導計画 (計１０時間)

段

階
主な学習活動と内容

評価規準と子どもの姿

◇＝評価規準 ・＝意識

指導上の留意点と評価方法

○＝留意点 ◆＝評価方法

配

時

つ

か

む

１ 単元名，題名から，学習問

題をつくる。

(1) 作者立松和平の作品に

出会い，題名に着目する。

(2) 「命」に対する自分の見

方・考え方をマップに書

き，聴き合う。

(3) 聴き合ったことをもと

に，学習問題をつくる。

２ 題名と冒頭部分から「海の

命」の読みのめあてをつく

る。

(1) 題名について考える。

(2) 題名とつないで冒頭部

分を読み，主人公について

まとめ，読みのめあてを生

み出す。

３ 全文を読んで，読みのめあ

ての答えを書きまとめる。

(1) 太一のしたことを全体

で確かめる。

(2) 読みのめあての答えを

考えマップに書く。

４ 読みのめあての答えを聴き

合う。

(1) グループや全体で聴き

合う。

(2) 読みのめあての答えの

曖昧な点について考える。

・クエをうたなかったわけ

・「村一番の漁師であり続け

た」の意味

(3) 自分の読み取りを見直

し，フリップにまとめる。

・「いのちの絵本シリーズ」に

は，作者の「命」に対する見方・

考え方が表れていそうだな。

◇題名やシリーズ化されて

いることから，立松和平の

「いのちの絵本シリーズ」に

興味をもっている。

◇これからの学習に見通し

をもち，学習問題をつくって

いる。

・父を亡くした太一はこれから

どう生きていくのかな。

・「海の命」の意味を考えると

作者の「命」に対する見方・考

え方につながりそうだ。

◇ 題名や冒頭部分の疑問点

から，読みのめあてを生み出

している。

・○○と考えていたけど，聴き

合って，考えが変わったぞ。

◇聴き合い活動を通して，友

達の読み取りやその根拠の

よさに気付き，自分の読み取

りを見直している。

・太一がクエをうたなかったの

は「海の命の象徴」だと思った

からだ。

◇クエをうたなかった理由や

「村一番の漁師であり続けた」

の意味を，クエの呼称の変化や

その後の太一と家族の姿とつな

いで考えている。

○単元に入る前に，教室に立

松和平の本を置いて，自由に

手にとって読むことができ

るようにし，興味をもって単

元にのぞむことができるよ

う作者について補足説明も

する。 《支援⑧》

◆自己評価カード・考えマッ

プ・発言・ポートフォリオ分

析

○題名や冒頭部分を読み，人

物設定や題名にある「命」と

いうことばに着目して，読み

のめあてをつくるようにす

る。 《支援④⑥》

◆発言・学習プリント分析

○板書を工夫し，太一の変容

とその要因となったものを

とらえることができるよう

にする。

◆発言・考えマップ分析

○考えマップに叙述と根拠

を分けて書かせるようにす

る。 《支援④⑥》

◆自己評価カード・発言・ポ

ートフォリオ分析

○文章構成や人物設定，クエ

の呼称の変化に着目して「村一

番の漁師であり続けた」や，

クエをうたなかった理由を考

えることができるように板書

を工夫する。 《支援④⑨》

◆発言・フリップ分析

１

１

１

２

さ

ぐ

る

交流活動①

●全体

・相違点をもとに，課題

を明らかにするための聴

き合い活動

学習問題：立松和平は「命」に対してどのような見方・考

え方をもっているのだろう。

＜読みのめあて＞

・主人公太一はこれからどう生きていくのだろう。

・立松和平は「海の命」の中で，「命」に対してどのよう

な見方・考え方を伝えているのだろう。

＜読みのめあての答えの方向＞

・太一は，海に生きるすべてのものの命のつながりや家族

を大切にして，村一番の漁師として努力し続けた。

・作者は「海の命」で，命がつながっているという見方・

考え方を伝えている。

交流活動②

●異質グループ，全体

・不十分な点を補い，考

えを整理する聴き合い活

動
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５ 「海の命」の読みのまとめ

と読み方のまとめをする。

(1) 読み取ったことと使った

読み方をまとめる。

(2) 学習問題を振り返り，他

の作品を読む目的を確認す

る。

６ 自分がとらえた作者の

「命」に対する見方・考え方

を深めるために立松和平の

他の作品を読む。

(1) 立松和平の他の作品「山

のいのち」「街のいのち」を

読む。

(2) 「海の命」で見付けた「命

のつながり」の中身が，自

分が読んだ作品にはどう書

かれているのかを意識し

て，考えマップに書き，フ

リップをつくる。

(3) 同じ本を読んだ者同士で

聴き合う。

７ 聴き合い活動を通して，

「海の命」を読んでとらえた

立松和平の「命」に対する見

方・考え方を深める。

(1) 全体での聴き合いを行

う。

(2) 代表児の考えを統合し

て，作者の「命」に対する

見方・考え方を深めている。

８ 単元全体を振り返る。

(1) ポートフォリオを振り返

る。

(2) 自分の考えがどのように

変容したのか書きまとめ

る。

・「海の命」では，文章構成や

人物設定の意図，似たことば

と比べて読む読み方で太一

の生き方を読んだね。

・「海の命」でとらえた「命の

つながり」の意味は何だろう。

他の作品にも表れているかな。

◇読み取ったことと使った

読み方を確かめている。

・自分の考えを深めるために，

「山のいのち」「街のいのち」

を読んで，根拠を増やそう。

◇「海の命」で見付けた「命

のつながり」が，「山のいの

ち」「街のいのち」にはどう

書かれているのか，叙述に即

して見付けている。

・同じ本を読んだ人と聴き合う

ことで，自分が見付けていない

根拠にも気付くことができた

ぞ。その根拠も取り入れてみよ

う。

◇「山のいのち」「街のいの

ち」を読んで見付けた「命の

つながり」の中身が「海の命」

ではどのように書かれてい

たのか，教科書教材を振り返

り，考えている。

・「山のいのち」「街のいのち」

で見付けたことが，「海の命」

ではどう書かれていたのか，つ

ながるところを探してみよう。

・立松和平は，「命のつなが

り」の中に人間も含まれるこ

とや，人と人との「命のつな

がり」も大切に思っているこ

とが分かったね。

◇聴き合い活動を通して，立

松和平の「命」に対する見

方・考え方を深めている。

・同じ作者の作品を重ねて読む

と，自分がとらえた作者の見

方・考え方を深めることができ

るね。

◇学習の流れ図やこれまで

のポートフォリオを使って，

自分の学びを振り返ってい

る。

○ポートフォリオを使って，

読み取ったことと読み方を

振り返ることができるよう

にする。 《支援③④》

◆ポートフォリオ分析

○「山のいのち」「街のいの

ち」は，子どもたちに気付か

せたい作者の「命」の見方・

考え方が顕著に表れた作品

なので，たくさんある「いの

ちの絵本シリーズ」の作品の

中からそれを紹介する。

《支援⑦⑧》

◆活動の様子の観察

○自分の考えを意識して作

品を読み，根拠を増やして自

分の考えに付け加えをした

り，それを強化したりするこ

とができるようにする。

《支援①②》

◆考えマップ・フリップ分析

○事前に質問事項を把握し

たり，手引き等を紹介したり

して，活発に聴き合い活動が

できるようにする。

《支援⑤⑧》

◆発言分析

○板書をもとに，作品を重ね

ることで見いだされる立松

和平の「命」に対する見方を

まとめさせるようにする。

《支援④⑨》

◆ポートフォリオ・自己評価

カード分析

○学習の流れ図やポートフ

ォリオを使って，読みのまと

めができるようにする。

《支援④》

◆ポートフォリオ分析

１

２

１

本

時

１

あ

ら

わ

す

交流活動③

●同質・異質グループ，全体

・作者の「命」に対する

見方・考え方から自分の

見方・考え方を深め再構

成するための聴き合い活

動
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５ 本時

「海の命」と「山のいのち」，「街のいのち」とを重ねて読むことでとらえた「命のつながり」の中身につ

いて聴き合い，立松和平の「命」に対する見方・考え方を深める時間 （９／１０）

６ 本時の目標

○ 立松和平の「いのちの絵本シリーズ」に興味をもち，「山のいのち」や「街のいのち」を文章構成や

人物設定の意図，主人公の変容に着目して読むことができる。 （学習指導要領から）

○ 「海の命」以外の立松和平の作品を読んで，「海の命」でとらえた作者の「命」に対する見方・考え

方と共通するところやつながるところを聴き合い，彼の「命」に対する見方・考え方を深めることがで

きる。 （テーマから）

７ 本時の授業仮説

８ 本時指導の考え方

○本時のねらい

本時は，「海の命」やそれ以外の立松和平の作品を読み，共通点やつながるところを見付け，「海の命」

でとらえた「命のつながり」の中身を詳しくし，立松和平の「命」に対する見方・考え方を深めていく

ことをねらいとしている。

前時までに子どもたちは，立松和平の「いのちの絵本シリーズ」に出会い，「立松和平は『命』に対

してどのような見方・考え方をもっているのだろう。」という学習問題をつくっている。まず，「主人公

太一はこれからどう生きていくのだろう。立松和平は『海の命』の中で，『命』に対してどのような見

方・考え方を伝えているのだろう。」という読みのめあてのもと，教科書教材「海の命」を読み，主人

公太一の生き方をとらえ，「命のつながり」という作者の「命」に対する見方・考え方を見付けている。

そして「山のいのち」「街のいのち」を重ねて読み，「命のつながり」の中身をフリップにまとめている。

本時では，それぞれの作品で書かれている「命のつながり」の中身を聴き合い，その後もう一度教科

書教材「海の命」を振り返り，「山のいのち」「街のいのち」で書かれていた「命のつながり」の中身が

そこではどのように書かれていたのか確かめていくようにしたい。さらに，「海の命」「山のいのち」「街

のいのち」は，自然の命から元気付けられたり，成長させられたりする人間の姿が書かれていることや

最後には人と人とのつながりが生まれているところに着目させ，「命のつながり」の中に人間もいるこ

と，人と人との「命のつながり」の大切さにも気付かせていきたいと考える。

○交流活動の工夫について

本時では，作品ごとの代表児童の発表に対して質問や確かめをしていきながら，「海の命」「山のいの

ち」「街のいのち」の共通点を見いだし，立松和平の「命」に対する見方・考え方をとらえる場にして

いきたい。事前に，全員が「山のいのち」「街のいのち」の両作品を読んでおき，話のあらすじや登場

人物については確認しておく。交流活動で使うフリップは，主人公の変容，その要因，命のつながりが

どう書かれているのかという観点で作成し，どの作品も同じような観点で比べることができるようにす

る。また，これまでの国語の学習で学んだことや他教科でつながるところを，ポートフォリオを使って

説明し，自分の考えを分かりやすく伝えるための手立てとする。

○評価活動の工夫について

聴き合い活動を通して友達の考えのよいところに触れることで，自分の考えマップに付加したり，修

正を加えたりする。また，これまでのポートフォリオを振り返り，自分の学習前の「命」に対する見方・

考え方と比べて，自分の見方・考え方の変容をとらえ，自己評価カードを書くようにする。

・規準に満たない子への支援

二つの作品の文章構成や人物設定，主人公の変容などをとらえる際には，事前に確認し，本時に臨め

るようにする。また，聴き合い活動については，質問や確かめのポイントを掲示したり，相談活動を取

り入れたりして，どの子も積極的に聴き合い活動に取り組むことができるようにする。

９ 準備

学習の流れ図，フリップ，授業用資料，ポートフォリオ，自己評価カード

「海の命」以外の立松和平の作品に触れ，それぞれがとらえた「命のつながり」の中身を聴き合う活動

を設定し，教科書教材「海の命」でとらえたことを見直すポートフォリオ評価を取り入れていけば，立松

和平の「命」に対する見方・考え方を深めることができるであろう。
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１０ 本時の展開

学習活動と内容 教師の支援 評価基準 資料

１ これまでの学習を振り返り，本時の

めあてをつかむ。

○ 「立松和平は『命』に対してどの

ような見方・考え方をもっているの

だろう。」という学習問題をつくり，

「海の命」を読んで，そこに書かれ

ている「命」に対する見方・考え方

をとらえそれを深めるために，「山

のいのち」「街のいのち」を読んだ

こと。

２ 全体での聴き合い活動をする。

(1) 代表児童による提案を聴き合う。

○ 「命のつながり」の中身がどの

ように書かれているのか。

○ どの叙述を根拠にしたのか。

(2) 代表児童の考えのよさを取り入

れ，自分の考えを見直す。

(3) ３つの作品の共通点を見いだす。

３ 本時のまとめをする。

○ ポートフォリオを使って振り返

り，自己評価カードを書く。

４ 次時の学習を知る。

○掲示物やポートフ

ォリオを使って，これ

までの学習を振り返

る。

○聴き合う必要感を

もたせ，本時の学習の

めあてをつかむこと

ができるようにする。

○これまでの学習や

前単元の内容をポー

トフォリオを使って

振り返り，それぞれの

発表の中身が深まる

ようにしていく。

○板書から考えの関

係をとらえさせる。

○もう一度「海の命」

を振り返り，他の作品

と重ねて読むことで

見えてきた「他に命を

与える」，「自然が命の

源」という視点が「海

の命」ではどう書かれ

ているのか探してい

くようにする。

○文章構成や人物設

定の共通点から作者

の見方・考え方につい

てさらに考えさせる。

○ポートフォリオを

活用させる。

基準Ａ 基準Ｂ 学習の

流れ図

フリッ

プ

ポート

フォリ

オ

授業用

資料

自己評

価カー

ド

・自分がとらえ

た 作 者 の 見

方・考え方を友

達に分かりや

すく伝えたり，

相手の考えを

よく分かろう

と進んで尋ね

たりして，よさ

を見付けるこ

とができる。

・作者の「命」

に 対 す る 見

方・考え方を統

合的にとらえ，

自分の見方・考

え方を深めて

いる。

・自分がとらえ

た 作 者 の 見

方・考え方を友

達に伝えたり，

相手の考えを

尋ねたりして，

違いに気付く

ことができる。

・自分の考えに

足りないもの

を付け加えて，

深めている。

本時のめあて: 「命のつながり」とはどんなつながりなのか聴き合い，「命」に対する見方・

考え方を深めよう。

基準Ｂに達しない子への支援

・板書を工夫したり，聴き合い

をする際の視点や聴き方が分

かるような資料を用意したり

して，聴き合い活動を進めるこ

とができるようにする。

基準Ｂに達しない子への支援

・板書を使って説明したり，こ

れまでの学習を振り返ったり

しながら，自分の「命」に対す

る見方・考え方を深めていくこ

とができるようにする。

・それぞれがとらえた作者の

「命」に対する見方・考え方を

進んで聴き合いたいと思って

いる。

＜共通点＞

・自然の命によって

人間は癒されている。

・最後には，人と人との

つながりが生まれている。

＜立松和平の命に対する見方・考え方＞

○「命のつながり」の中に自分もい

る。

○人と人との「命のつながり」も大

切にしたい。

＜本時で目指す子どもの姿＞

僕ははじめ，作者は「命はつながっている」と見ていると

思っていました。でも聴き合って「つながっている」とは，

「他に命を与えること」や「自然が命の源」という意味だ

と分かりました。それは，○○さんの考えを聴いて，どの

作品にもその視点が入っていることが分かったからです。

立松和平のいのちシリーズは，自然の命が人間に影響を与

えているところが共通していました。それは，作者が「命

のつながり」の中に人間もいることや，人間同士のつなが

りの大切さを伝えたかったからだと思います。

学習問題: 立松和平は「命」に対してどのような見方・考え方をもっているのだろう。


